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刈谷市障害者計画の進捗状況

事業
番号

事業名 内容
実績

進捗状況 担当課
R２

１ 乳幼児健康診査 〇４か月児健康診査、１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査を
実施し、障害の早期発見、早期療育につなげるとともに、育児不
安のある保護者の支援を行います。

〇未受診者の把握と受診率の向上に努めます。

・４か月児 （受診率100.1％）
・１歳6か月児（受診率99.0％）
・３歳児 （受診率95.9％）
・未受診者へは家庭訪問を実施

十分できて
いる

子育て支援課

２ 健康診査後の指導 ○乳幼児健康診査等で把握した、経過観察が必要と思われる子ど
もとその保護者に対し、「どんぐりルーム」や健康相談等を開催
します。さらに、内容の充実に努めるとともに、一人ひとりに応
じた支援を行います。

・どんぐりルーム （ 240人）
・２歳、２歳６か月児健康相談（1,139人）
・チューリップ相談室 （ 68人）
・ひまわり相談室 （ 22人）

十分できて
いる

子育て支援課

３ 発達障害等への支援 ○発達の遅れやその疑いのある子どもが適切な支援を受けられる
よう、「ラッコちゃんルーム」や「ことばの相談室」等を開催し
ます。

○発達障害や高次脳機能障害について、県や関係団体との連携の
もと情報提供等を行い、幅広く市民への知識の普及に努めます。

・ラッコちゃんルーム（3,406組）
・ことばの相談室 （ 152組）
・巡回相談つくしんぼ（ 0回）
※巡回相談しくしんぼは、コロナウイルスの影響に
より実施なし

十分できて
いる

子育て支援課
福祉総務課

４ 成人の健康診査 ○生活習慣病の予防に向け、特定健康診査、特定保健指導を実施
します。健診受診率、保健指導実施率の向上に努めます。

○障害の原因となる疾病の予防に向け、大腸がん検診等のがん検
診、脳ドックを行います。がん検診の受診率の向上に努めます。

・特定健康診査（7,306人）
・大腸がん検診（受診率24.6％）

あまりでき
ていない

国保年金課
健康推進課

５ 訪問指導 ○訪問指導を行い、育児に関する相談を行います。

○支援が必要な子どもや保護者に対して、保健師が継続した訪問
や相談を行います。

・訪問指導 （824件）
・あかちゃん訪問（951人）
・育児相談等 （521人）

十分できて
いる

子育て支援課

６ 心の健康づくり ○市民健康講座等を通じ、心の健康づくりに関する啓発と知識の
普及に努めます。

・市民健康講座を2回開催 （121人）
・ゲートキーパー養成講座を8回開催 （150人）
・出張型こころの健康講座を5回開催 （ 93人）

ややできて
いる

健康推進課
子育て支援課

7 医療費の助成 ○愛知県が実施する心身障害者・精神障害者医療費助成のほか、
市独自の医療費助成制度により障害のある人の経済的負担を軽減
します。

○国の制度改革等の動向を踏まえ、必要に応じて適正かつ効果的
な制度へと見直しを行います。

・心身障害者医療費助成（1,505人）
・精神障害者医療費助成（2,255人）

十分できて
いる

国保年金課

８ 訪問歯科診療 ○歯科医師会が行うねたきり老人や障害のある人の自宅への訪問
歯科診療事業を支援し、安心して歯科診療を受けられる体制を整
備します。

・障害者宅への訪問歯科診療（56件） 十分できて
いる

健康推進課
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９ 訪問看護 ○精神障害のある人に対して、医療機関等が行う訪問看護につい
て周知を図ります。

・訪問看護の申請件数（157件） 十分できて
いる

福祉総務課

10 居宅介護等 ○介護給付による居宅介護、重度訪問介護、地域生活支援事業に
よる移動入浴サービスの訪問系サービスを行い、障害のある人の
自宅での生活を支援します。

・居宅介護 （131人/月）
・重度訪問介護（ 17人/月）
・移動入浴 （ 9人/月）

ややできて
いる

福祉総務課

11 移動支援等 ○介護給付による行動援護、同行援護及び地域生活支援事業によ
る移動支援を実施し、障害のある人の外出を支援します。

・同行援護（ 14人/月）
・行動援護（ 1人/月）
・移動支援（73人/月）

ややできて
いる

福祉総務課

12 自立訓練・生活介
護等

○自立訓練、生活介護、療養介護等を行い、障害のある人の自立
した日常生活や社会生活を支援します。

・自立訓練（ 5人/月）
・生活介護（203人/月）
・療養介護（ 14人/月）

ややできて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

13 地域活動支援セン
ター

○地域活動支援センターにおいて、創作活動や生産活動の機会の
提供、機能訓練、社会との交流を促進します。

・利用者数（55人/月） ややできて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

14 障害福祉施設の整備、
充実

○障害のある人の自立支援の拠点となる施設の充実を図ります。
○老朽化した施設の整備計画を進めます。

・すぎな作業所の受電設備改修、心身障害者福祉会館の
駐車場ゲート改修、つくし作業所の食器洗浄機用給排
水設備・電源設置工事

十分できて
いる

福祉総務課

15 短期入所 ○家で介護を行う人が病気等の場合に、短期間、施設への入所が
できる短期入所の適切なサービス提供を推進します。

○重症心身障害児者等が短期入所を利用しやすい環境整備に努め
ます。

・短期入所（47人/月）
・重症心身障害児・者短期入所補助制度

延利用者 11人
延利用日数 637日

ややできて
いる

福祉総務課

16 日中一時支援 ○日中、障害者支援施設等において障害のある人（就学児以上）
に活動の場を提供し、見守りや社会適応に必要な訓練を行う日中
一時支援事業の適切なサービス提供を推進します。

・日中一時支援（63人/月）
4事業所 定員40人

ややできて
いる

福祉総務課

17 グループホーム ○地域において自立して暮らせるよう、障害特性に応じた住まい
の場となるグループホームの整備を促進します。

・グループホーム（91人/月）
6事業所 定員78人

ややできて
いる

福祉総務課

18 住宅改修費の支給 ○個人の住宅の居室、浴室、トイレ等を障害のある人用に改修す
る場合に、住宅改修に要する費用の一部を支給します。

・支給決定件数（2件） 十分できて
いる

福祉総務課



事業
番号

事業名 内容
実績

進捗状況 担当課
R２

19 施設入所支援 ○施設への入所が必要な障害のある人が円滑な施設利用ができる
よう、環境を整備します。

○事業者との連携のもと、地域の中での入所施設の機能や役割に
ついて検討します。

・施設入所支援（77人/月）
２事業所 定員103人

ややできて
いる

福祉総務課

20 市営住宅の障害者向け
改修

○通路等のバリアフリー化やエレベーターの設置がなされている
市営住宅を、障害のある人や高齢者向けの住戸として入居を推進
します。

・上沢渡住宅他を改修（15戸） 十分できて
いる

建築課

21 障害のある人の市営住
宅への優先入居

○障害のある人や高齢者で、入居要件に該当する方に対し、市営
住宅への優先入居を行います。

○県との連携のもと、民間住宅への入居支援の充実を図ります。

・住吉住宅他へ優先入居（2戸） 十分できて
いる

建築課

22 強度行動障害児者等へ
の支援

○強度行動障害児者等が各種福祉サービス等を利用しやすい環境
整備に努めます。

・生活介護2事業所 短期入所2事業所 移動支援事業所
2事業所
対象者 7人
延利用日数 生活介護890日

短期入所816日
移動支援393日

ややできて
いる

福祉総務課

23 聴覚障害者へのコミュ
ニケーション支援

○手話通訳者、要約筆記者の派遣等を行い、聴覚障害のある人の
意思疎通の円滑化を図ります。

・手話通訳等派遣件数（308件）
・要約筆記ボランティア講座開催

十分できて
いる

福祉総務課

24 ボランティア団体への
活動支援

○ボランティアガイドを務めるボランティア団体への活動支援を
通じ、視覚障害のある人や脳性まひ者等全身障害者の社会参加や
外出を支援します。

・ボランティアガイド利用者数（157人） 十分できて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

25 補装具費の支給 ○障害のある人の身体機能を補完・代替する補装具の購入または
修理に要する費用の一部について補装具費を支給します。

・支給実績件数（234件） 十分できて
いる

福祉総務課

26 日常生活用具費の支給 ○日常生活上の便宜を図るため、障害のある人に対し、介護・訓
練支援用具、自立生活支援用具、在宅療養等支援用具、情報・意
思疎通支援用具、排せつ管理支援用具の購入に要する費用の一部
について日常生活用具費を支給します。

・支給実績件数（2,599件） 十分できて
いる

福祉総務課

27 自動車運転免許取得費
等の支給

○身体障害のある人が普通自動車運転免許を取得した場合に、そ
の費用の一部を支給します。

○身体障害のある人が就労等のために自ら運転する自動車の改造
または重度の身体障害のある人の介護者が本人の移動のために自
動車を改造もしくは購入する場合、その費用の一部を支給しま

す。

・自動車運転免許取得費助成（5件）
・自動車改造費助成 （6件）

十分できて
いる

福祉総務課
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28 福祉タクシー料金の助
成

○電車、バス等の公共交通機関を利用することが困難な障害のあ
る人に対し、福祉タクシー券を交付し、経済的負担の軽減及び社
会参加の促進を図ります。

・支給件数（1,895件） 十分できて
いる

福祉総務課

29 各種手当の給付 ○障害のある人の経済的負担を軽減し、地域で安定した生活が送
れるよう、国・県の各種手当に加え、市で心身障害者扶助料を支
給します。

○難病のある人に対し、難病疾患見舞金を支給します。

・支給件数（心身障害者扶助料：6,061件、難病疾患見舞
金：1,000件）

十分できて
いる

福祉総務課

30 高齢者・障害者単身世
帯等の戸別収集

○家庭から出るごみや資源を集積場所まで運ぶことが困難な高齢
者・障害者単身世帯等に対し、戸別の収集を行います。

○利用世帯数の増加に応じて収集体制等の検討を行います。

・収集世帯数（障害者37世帯） 十分できて
いる

ごみ減量推進課

31 地域生活支援拠点等の
整備

○障害者の地域生活を支援する相談、体験の機会・場、緊急時の
受け入れ・対応、専門性、地域の体制づくり等の機能を備えた地
域生活支援拠点等を整備します。

・令和２年度末までに整備を実施
コーディネーターを配置し、休日・夜間にも緊急の
相談に対応ができるよう支援体制の整備をした
検討部会を5回開催

ややできて
いる

福祉総務課

32 障害のある人の地域移
行

○医療機関等との連携のもと、障害のある人の地域生活への移行
支援及び定着支援に向け、各種サービスの充実を図ります。

○施設入所者や、病院に入院している障害のある人の地域移行を
進める事業（地域移行支援、地域定着支援、自立生活援助）を推
進します。

・各機関が連携して、地域移行の可能性がある人の情報
を共有し、退院支援に取り組んだ

ややできて
いる

福祉総務課

33 刈谷市障害者自立支援
協議会の運営

○保健、医療、学校、企業、就労支援等の関係者、相談支援事業
者、サービス事業者、当事者団体、行政機関等で構成する刈谷市
障害者自立支援協議会において、地域の障害福祉に関するシステ
ムづくりを進めます。

・自立支援協議会開催回数（3回） 十分できて
いる

福祉総務課

34 障害者相談支援事業 ○特定相談支援事業所等との連携のもと、障害のある人からの相
談に対応し、助言や情報提供等の支援を行います。

○特定相談支援事業所との連携を強化し、障害のある人のニーズ
や特性に応じたサービス等利用計画の作成を行うとともにモニタ
リングを実施し、障害のある人を取り巻く環境の変化等に対応し

ます。

○特定相談支援事業所等の体制強化に努めます。

・相談件数 （3,723件）
・計画作成件数 （ 916件）
・事例検討研修会開催（ 3回）

ややできて
いる

福祉総務課

35 障害児相談支援事業 ○障害児相談支援事業所等との連携のもと、障害のある子どもや
その保護者からの相談に対応し、助言や情報提供等の支援を行い
ます。

○障害児相談支援事業所との連携を強化し、障害のある子どもの
障害児通所支援の利用にあたっての障害児支援利用計画の作成を
行うとともにモニタリングを実施し、障害のある子どもを取り巻
く環境の変化等に対応します。

○障害児相談支援事業所等の体制強化に努めます。

・相談件数 （2,227件）
・計画作成件数 （ 603件）
・事例検討研修会開催（ 3回）

ややできて
いる

福祉総務課



事業
番号

事業名 内容
実績

進捗状況 担当課
R２

36 市相談窓口の充実 ○市福祉総務課の窓口において福祉サービスに関する相談、助言、
情報提供を行い、高い専門性が必要とされる相談内容については、
専門機関と連携を図りながら必要な支援を行います。

○研修等への参加を通じ、相談にあたる職員の知識の向上に努め
ます。

実施 十分できて
いる

福祉総務課

37 基幹相談支援センター
の運営

○基幹相談支援センターに相談支援専門員を配置し、年齢や障害
の種類を問わず、障害に関する様々な悩みごとや困りごとの相談
に対応します。

○基幹相談支援センターを中心に、市内の相談機関や、障害のあ
る人が利用する障害福祉サービス提供事業所、医療機関、学校等
との連携を強化します。

・相談件数 （1,666件）
・各部会の開催

地域生活支援拠点等検討部会 （5回）
就労支援部会 （3回）
相談支援部会 （4回）
子ども部会 （2回）
防災部会 (3回)

ややできて
いる

福祉総務課

38 声の市民だより ○「声の市民だより」により、視覚障害のある人へ市の行政情報、
その他公的な情報を提供します。

・掲載回数（年間24回） 十分できて
いる

広報広聴課

39 情報のバリアフリー化
の推進

○市民だよりやホームページについて、文字の大きさやフォント、
色彩等に配慮し、障害のある人にとって見やすく、わかりやすい
情報の提供に努めます。

○障害のある人の特性やニーズに対応した情報提供の方法等を把
握し、必要に応じて導入していきます。

・市民だよりにユニバーサルデザインフォントを使用
・職員研修としてWebアクセシビリティ研修を実施
・ビデオ広報にナレーションのテロップを整備

ややできて
いる

広報広聴課

40 刈谷の福祉ガイド ○手帳取得の手続きやサービス内容を紹介する「刈谷の福祉ガイ
ド」を毎年度改訂し、配布します。

○ガイドの紹介や配布の方法について研究し、サービスを必要と
する人に情報が届くよう努めます。

○市内の事業所にサービスの情報を提供します。

実施 十分できて
いる

福祉総務課

41 成年後見制度 ○刈谷市成年後見支援センターを運営し、成年後見制度に係る相
談、手続き支援、啓発、法人後見を行います。

○サービス利用の観点から、成年後見制度を利用する必要性があ
る知的障害または精神障害のある人に対し、制度の利用を支援し
ます。

・相談件数（120件）
・専門相談会( 2回)
・手続き支援(  4件)
・市長申立て( 2件）

ややできて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

42 日常生活自立支援事業 ○判断能力が十分でない障害のある人等が、地域で自立した生活
を送れるよう、日常生活自立支援事業による、福祉サービスの利
用援助や日常的金銭管理の支援を行います。

・契約者数（37件） ややできて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

43 虐待の防止と被虐待者
の保護

○障害者虐待の防止等に関する広報、その他啓発活動を行います。

○障害者虐待防止センターの機能を含め、通報・報告等に係る体
制の整備を行います。

○被虐待者を一時的に保護できる場所を確保します。

・障害者虐待防止センターを設置し、通報等に対応
・虐待等による緊急一時保護居室の確保
・児童虐待防止推進月間に合わせて広報誌への掲載や、
小中学校等にリーフレットを配布する等、啓発に努め
た。

十分できて
いる

福祉総務課
子育て推進課

5
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44 総合的な権利擁護
の推進

○障害のある人の増加や高齢化等に対応するため、支援体制のあ
り方について検討を進めます。

・成年後見支援センターにて制度の普及啓発及び制度に
関する相談を実施
相談件数（120件）

十分できて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

45 児童発達支援センター ○児童発達支援センターとして位置付けられた、しげはら園や民
間事業所において、障害のある子どもや発達に遅れのある子ども
に対し、基本的生活習慣及び集団生活への適応性を養う早期療育
を行うとともに、相談支援等の機能を整備します。

・しげはら園延べ利用件数（4,549件）
・ひかりっこ延べ利用件数（2,851件）

十分できて
いる

子育て支援課

46 保育及び就学前教育の
充実

○障害のある子どもの理解と指導についての研修を深め、すべて
の保育園・幼稚園で障害のある幼児の受け入れを行います。

○保育士や幼稚園教諭等の加配により、障害のある幼児の受け入
れ体制の充実を図ります。

・障害児保育補助を配置し、障害児や気になる児童に対
する受け入れ体制を整備

・受入数 保育園（140人）
幼稚園（172人）

十分できて
いる

子ども課

47 保育カウンセラーの実
施

○保育園や幼稚園に通園している障害のある子どもや保護者、保
育者に対し、臨床心理士が園に訪問指導を行います。

・臨床心理士がカウンセラーとして定期的に訪問
（保育園:19園、幼稚園:16園）

十分できて
いる

子ども課

48 刈谷市立刈谷特別支援
学校での支援の充実

○衣浦定住自立圏域(刈谷市、知立市、高浜市)の肢体不自由のある
児童生徒にとって、安心安全に学校生活を送ることができるとと
もに、特色と魅力のある学校づくりに努めます。

・６名の看護師が、校内に常駐して医療的ケアを実施
小学部16名在籍（うち医療的ケア児10名）
中学部 4名在籍（うち医療的ケア児1名）
高等部 11名在籍（うち医療的ケア児4名）

十分できて
いる

教育総務課
学校教育課

49 特別支援教育の推進 ○特別支援教育コーディネーターの各校への配置や、校内委員会
の設置、研究会の開催、巡回相談の実施などを通じ、障害のある
児童生徒への教育体制を整備し、一人ひとりの教育的ニーズに応
じて適切な教育的支援を行います。

実施 十分できて
いる

学校教育課

50 個別教育支援計画 ○一人ひとりの習熟に合った個別の教育支援計画や、個別の指導
計画を作成します。

・個別の教育支援計画の作成率（100%） 十分できて
いる

学校教育課

51 インクルーシブ教育 ○インクルーシブ教育の理念に基づき、国等の動向を踏まえ、地
域の学校で障害のある児童生徒が学べる環境を整備します。

実施 十分できて
いる

学校教育課

52 通級指導の充実 ○言語障害、学習障害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害（ＡＤＨ
Ｄ）のある児童を対象とした通級教室を設置し、指導の充実に努
めます。

○注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）等の児童が増加していること
を踏まえ、通級教室の拡大を県に要望します。

・通級教室の設置（7校）
北部 富士松南小、かりがね小
中部 小高原小、住吉小、
南部 東刈谷小、小垣江小、双葉小

十分できて
いる

学校教育課

53 関係機関との連携 ○刈谷市障害者自立支援協議会を中心として、教育、医療、福祉、
健康、労働等の各分野が連携する体制を整備します。

○特別支援教育連携協議会の開催を通じ、教育、医療、福祉、健
康、労働等の各分野が連携した児童生徒への支援に努めます。

○障害のある児童について、小学校入学前に個別の教育支援計画
を作成し、保育園、幼稚園から小学校、中学校に至るまで、一体
的な指導が行える体制を整備します。

・自立支援協議会を3回開催
・特別支援教育連携協議会 小委員会を1回開催

ややできて
いる

福祉総務課
学校教育課



事業
番号

事業名 内容
実績

進捗状況 担当課
R２

54 支援員・補助員の配置 ○市内全小学校に学校教育活動支援指導補助員を配置するととも
に、必要に応じて特別支援学級児童生徒支援指導補助員と肢体不
自由児童生徒介助支援員を配置します。

○より継続した指導を行うため、支援員・補助員の増員、勤務日
数の増加を検討します。

・肢体不自由児童生徒介助支援員 （13名）
・特別支援学級児童生徒支援指導補助員（20名）

十分できて
いる

学校教育課

55 体験学習・校外学習の
推進

○各学校の特別支援学級に通級する児童生徒同士の交流を図るた
め、合同行事を開催します。

・合同卒業生を送る会を実施（合同運動会、合同交流会
はコロナウイルスの影響により中止）

ややできて
いる

学校教育課

56 学校施設のバリアフー
化の推進

○必要に応じてスロープの設置等を行うなど、学校施設のバリア
フリー化を推進します。

○学校施設の改築の際には、バリアフリー、ユニバーサルデザイ
ンの視点から建設を進めます。

・トイレのバリアフリー化（富士松北小学校東舎・西舎、
富士松中学校北舎及び朝日中学校中舎）

十分できて
いる

教育総務課

57 就学相談・情報提供の
充実

○就学指導委員会の開催や、就学相談、特別支援学校への体験入
学等を通じ、障害のある児童生徒の就学を支援します。

・就学相談の実施
・特別支援学校の体験入学、西三河地区早期教育相談の
広報等による周知

十分できて
いる

学校教育課

58 障害のある子どもの進
路指導の推進

○職場実習や卒業生からの進路を学ぶ会等の実施を通じ、障害の
ある児童生徒が、自身の将来の進路や職業を考える機会を設けま
す。

・卒業生から進路を学ぶ会及び合同職場実習はコロナウ
イルスの影響により中止したが、校内での進路指導や
作業学習を実施

ややできて
いる

学校教育課

59 放課後児童クラブの充
実

○放課後児童クラブ施設のバリアフリー化を進め、障害のある児
童の受け入れに努めます。

・放課後児童クラブへの登録（特別支援学級児童13人） 十分できて
いる

子育て推進課

60 放課後子ども教室の充
実

○放課後子ども教室において、障害のある児童の受け入れに努め
ます。

・放課後子ども教室への受入れ（特別支援学級児童2人） 十分できて
いる

生涯学習課

61 レスパイト ○夏休み等の長期休暇における障害のある中・高校生等の日中活
動の場の確保及び家族の休息を図るため、障害者支援施設等で日
中において一時的に受け入れるレスパイト事業を実施します。

・レスパイト（7人/年） ややできて
いる

福祉総務課

62 児童発達支援 ○障害のある子どもの身近な療育の場として、地域の障害のある
子どもを対象に、基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生
活への適応訓練等を行う児童発達支援事業を実施します。

・児童発達支援（81人/月） 十分できて
いる

福祉総務課

63 放課後等デイサービス ○学校通学中の障害のある子どもに対して、放課後や夏休み等の
長期休暇中の居場所づくりや訓練の場を提供する放課後等デイ
サービスを実施します。

・放課後等デイサービス（252人/月） 十分できて
いる

福祉総務課

7
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64 保育所等訪問支援 〇保育園等を利用している障害のある子どもに対して、障害児施
設等で指導経験のある児童指導員、保育士による訪問指導を行い
ます。

・保育所等訪問支援（20人/月） 十分できて
いる

福祉総務課

65 ファミリー・サポー
ト・センターの充実

○ファミリー・サポート・センターに登録する援助会員への講習
会等の実施により、障害のある子どもへの対応ができる会員の確
保・養成に努めます。

・援助会員養成講座の実施（2回）
・援助会員、依頼会員のフォローアップ講習会の実施（1
回）

十分できて
いる

子育て支援課

66 企業等への働きかけ ○障害のある人の雇用義務制度や、企業の社会的責任等の啓発を
行います。

○パンフレット等の活用により、各種助成制度等の情報提供を行
います。

・障害者の雇用促進と職場定着を進めるため、各種助成
金等の啓発を国、県等と連携して実施

ややできて
いる

商工業振興課

67 就労支援ネットワーク ○障害のある人の一般就労を促進するため、刈谷市障害者自立支
援協議会を中心として、特別支援学校等の教育機関、公共職業安
定所等の就労関係機関、就労移行支援を行う事業所、企業等と情
報を交換し、連携を図ります。

・コロナウイルスの影響により、障害者雇用セミナー、
事業所バスツアー、説明会及び交流会は中止

ややできて
いる

福祉総務課

68 市職員の障害者雇用の
拡大

○今後も障害者雇用率が法定雇用率を上回るよう職員の計画的な
採用を行います。

○職場のバリアフリー化や就労形態の工夫により、障害のある人
が働きやすい環境づくりに努めます。

・採用人数2人（精神障害2人） ややできて
いる

人事課

69 障害者雇用企業の評価 ○総合評価落札方式で行う工事入札において、障害のある人の雇
用に積極的に取り組む企業を評価することにより、企業における
障害のある人の雇用を促進します。

・総合評価落札方式による入札件数（20件）
うち、障害者雇用率の達成による加点評価を受けた

落札企業数（9件）

十分できて
いる

契約検査課

70 障害者就業・生活支援
センターとの連携強化

○西三河南部西圏域の障害のある人の就労支援に関して中心的な
役割を担う、障害者就業・生活支援センターとの連携強化を図り
ます。

実施 十分できて
いる

福祉総務課

71 起業への支援 ○刈谷市民活動支援基金の活用により、ＮＰＯ法人の設立活動を
支援します。
○刈谷市民ボランティア活動センターにおける相談や講座等を通
じ、ＮＰＯの設立活動を支援します。

・市民活動支援基金を活用し、NPO法人設立支援として
補助対象事業を募集（交付実績0件）

ややできて
いる

市民協働課

72 就労移行支援 ○福祉施設から一般就労等への移行に向けて、基礎的な訓練の実
施、事業所内や企業における作業や実習、適性に合った職場探し、
就労後における職場定着等、障害のある人の就労移行支援事業を
行います。

・就労移行支援（28人/月） 十分できて
いる

福祉総務課

73 就労継続支援 ○一般就労が困難な障害のある人等を対象に、通所により働く場
を提供するとともに、知識及び能力向上のために必要な訓練を行
う就労継続支援事業を行います。

・就労継続支援A型（123人/月）
・就労継続支援B型（263人/月）

十分できて
いる

福祉総務課
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進捗状況 担当課
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74 就労定着支援 ○障害のある人の就労後における職場定着率の向上のために就労
定着支援事業を行います。

・就労定着支援（13人/月） ややできて
いる

福祉総務課

75 職親委託 ○知的障害のある人を預かり、自立のための生活訓練や就職に必
要な技能習得訓練を行う職親委託事業を行います。

実施（利用者なし） 十分できて
いる

福祉総務課

76 工賃水準の向上 ○就労継続支援事業所等の工賃水準の向上を図るため、事業所製
品の展示・販路拡大等に努めます。

○「刈谷市障害者就労施設等からの物品及び役務の調達方針」を
庁内に広く周知し、就労継続支援事業所等からの物品、役務の調
達を拡大します。

・市役所において事業所製品の展示及び販売
・市内就労施設の製品及び作業カタログを作成

十分できて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

77 就職支度金の支給 ○社会復帰の促進を図ることを目的として、就労移行支援事業を
利用している人が、訓練を終了し就職等により自立する場合に就
職支度金を支給します。

・支給件数（4件） 十分できて
いる

福祉総務課

78 障害のある人の雇用へ
の理解促進

○障害のある人を雇用している企業や、企業で活躍している障害
のある人の紹介を行う等、障害者雇用への理解の促進を図ります。

・障害者雇用セミナー、事業所バスツアーともにコロナ
ウイルスの影響により中止

十分できて
いる

福祉総務課

79 スポーツ大会激励金 ○スポーツ大会への参加を支援するため、全国大会等に出場する
障害のある人に激励金を交付します。

・支給件数（4件） 十分できて
いる

福祉総務課

80 スポーツ活動への参加
支援

○スポーツ活動への障害のある人の参加を支援するため、ボラン
ティアや指導者の育成に努めます。

○総合型地域スポーツクラブ等で、障害のある人も参加できるプ
ログラムの提供に努めます。

・子どもから高齢者まで、気軽に楽しめる種目を紹介、
体験機会を提供（刈谷GOGOウォーキング大会1回、ス
ポーツふれあいday2回、ノルディック・ウォークス
テーション4回の開催）

・障害者スポーツの普及
ボッチャの道具貸し出しの開始、スポーツ推進委員の
研修受講及び派遣指導

ややできて
いる

スポーツ課

81 スポーツ教室の開催 ○一人でも多くの人がスポーツに親しめるよう、障害のある人が
参加できるスポーツ教室を開催します。

・３B体操参加者数 （130人）
・機能訓練講座参加者数 （148人）
・ボッチャ大会の開催 （157名48チーム）

十分できて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

82 文化芸術活動機会の充
実

○障害のある人が開催・参加する作品展・文化展等を支援します。 ・刈谷市身体障害者福祉協会主催の作品展を後援 十分できて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

83 企画展の無料化 ○障害のある人が文化芸術作品にふれられるよう、企画展の無料
化を実施します。

・歴史博物館及び美術館の有料企画展の入場料を無料化
（各1回）

十分できて
いる

文化観光課

84 文化施設等のバリアフ
リー化の推進

○文化施設等において、車いすトイレや車いす用観客席の整備、
施設へのエレベーターの設置等を進め、障害のある人が安心して
活動できる環境を整備します。

・９市民館の便所を改修（洋式化）（刈谷中部、高津波、
築地、小山、一ツ木、元刈谷、刈谷東部、重原、熊）

十分できて
いる

生涯学習課
文化観光課

9
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85 磁気ループシステムの
活用

○講演会において、磁気ループシステムの使用により、聴覚障害
のある人が参加しやすい環境づくりを進めます。

実施 十分できて
いる

生涯学習課

86 市立図書館サービスの
充実

○大活字本や録音図書等の充実、対面朗読や音訳資料の配送サー
ビスの充実を図り、視覚障害のある人の利用を促進します。

○ボランティアによる朗読サービスの活動を支援します。

・視覚障害のある方も利用できる図書を購入（大活字本
161冊、点字絵本2冊）

・図書館を活用した音声訳ボランティアによる録音図書
の提供、朗読サービスの活動支援

十分できて
いる

生涯学習課

87 公共施設等のバリアフ
リー化の推進

○新設する公共施設について、誰もが利用しやすいユニバーサル
デザインの考え方を取り入れた整備を行います。

○既存の公共施設について、利用者の要望を把握しながらバリア
フリー化を推進します。

○投票所入り口の段差へのスロープ設置や、点字投票、代理投票
等の制度について周知を行い、障害のある人が選挙に参加する機
会を保障します。

・市ホームページで点字投票、代理投票についての制度
を周知

十分できて
いる

施設保全課
総務文書課

88 民間施設のバリアフ
リー化の促進

○市内の民間施設に対し、バリアフリー化に関する啓発活動を行
います。

○多くの市民が利用する医療機関や金融機関、飲食店等、公共性
の高い民間施設のバリアフリー化に対し、補助を行うとともに、
制度を周知し利用を促進します。

・バリアフリー改修工事に対する補助（3件） 十分できて
いる

建築課

89 わかりやすいサインの
研究

○公共施設の案内板等の新設、修正において、障害のある人にも
わかりやすい表示や色彩、デザインとなるよう努めます。

実施（対象なし） 十分できて
いる

都市交通課

90 文字情報の充実 ○駅の改札口やホームで列車の遅れや緊急情報を、音声だけでな
く電光掲示板等による文字情報の充実が図られるよう、団体等と
連携しつつ、事業者に働きかけていきます。

・刈谷駅周辺におけるサインの検討 ややできて
いる

福祉総務課
都市交通課

91 刈谷市公共施設連絡バ
スの充実

○刈谷市公共施設連絡バスを運行し、障害のある人や高齢者等の
社会参加を促進します。

○刈谷市公共施設連絡バスの利用者数が増加していることを踏ま
え、路線の新設やバス停のシェルター、ベンチ等の整備を推進し
ます。

・公共施設連絡バスのダイヤ改正を検討
・司町４丁目バス停にシェルター及びベンチを設置
・車椅子利用者 367人

十分できて
いる

都市交通課

92 安全な歩行空間の整備 ○電線類の地中化、自転車と歩行者の分離を行うなど、誰もが歩
きやすい安全な歩行空間の創出を図ります。

○段差の解消等を考慮した歩道整備等を推進します。

・整備箇所（住吉町はじめ２か所） ややできて
いる

道路建設課

93 防災に関する啓発の推
進

○防災に関する広報や、地域の自主防災訓練への支援、防災講話
の実施等を通じ、地域の防災活動を推進するとともに、障害のあ
る人の防災訓練への参加を促進します。

○要望に応じて、障害者福祉施設等に対し防災知識の普及や啓発
を行います。

・地区の防災訓練で防災講話を実施（ 2回）
・自主防災推進会議を開催 （ 1回）
・「防災×医療タウンページ」を増刷し、転入世帯に配布

ややできて
いる

危機管理課
福祉総務課
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94 避難行動要支援者の把
握と地域のネットワー
クの構築

○地域、関係機関及び関係課が連携し、避難行動要支援者の把握
を進めるとともに、個人情報等に配慮しながら情報の一元化と共
有体制を整備します。

○地域、関係機関及び関係課が連携し、避難行動要支援者の個別
支援計画を作成していきます。

・避難行動要支援者の個別支援計画策定促進に向けて調
査・研究

・保健所と連携し、医療ケア児のいる世帯との面談を通
じた実情把握

・各地区における避難行動要支援者への支援体制の整備
促進

十分できて
いる

危機管理課
福祉総務課

95 災害時等の情報伝達 ○ＦＭ放送を活用した防災ラジオや、防災行政無線、メール配信
サービス等を用いて、障害のある人等への情報伝達体制の整備に
努めます。

・防災ラジオの販売
・災害時緊急情報等を知らせる刈谷市メール配信サービ
スの提供

十分できて
いる

危機管理課

96 避難所等における配慮 ○避難所において障害のある人が生活に困らないよう、必要な配
慮について共有化を図ります。

○関係機関と連携し、一般避難所の福祉スペース、福祉避難所及
び医療救護所の充実を図ります。

○聴覚障害のある人に状況説明や物資の配給等の情報が伝わるよ
う、文字情報を提供します。

○医師会等関係団体との連携のもと、災害時の医療体制を整備し
ます。

・施設の福祉避難所としての位置づけ（2施設）
・福祉避難所への防災備蓄倉庫の設置（前年度追加施
設）

・障害者自立支援協議会において防災部会の設置

ややできて
いる

危機管理課
福祉総務課
健康推進課
子育て支援課
教育総務課

97 防犯対策の推進 ○市民だより等で、家庭における防犯対策等の啓発を行います。

○刈谷市メール配信サービスを活用し、防犯に関する情報を提供
し、注意を促します。

○市民相談や消費生活相談を実施します。

・バスロケーションシステムの電光掲示板を活用して防
犯啓発

・刈谷市メール配信サービスを活用し、防犯に関する情
報提供

十分できて
いる

くらし安心課

98 市民の理解促進 ○市民だよりやホームページ、社会福祉協議会の機関紙等を通じ、
障害や障害のある人への理解を進める広報・啓発活動を行います。

○障害特性の理解と対応方法について広報・啓発活動を行います。

○障害者週間の周知やヘルプマークなど障害のある人に関する
マーク等の普及・啓発を図ります。

○障害を理由とする差別の解消を推進するため、「障害者差別解
消法」の周知を行います。

・機関紙「刈谷市社協だより」を発行（4回）
・ヘルプマークを配布（567個）

ややできて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

99 市職員等の理解促進 ○市職員を対象として福祉体験研修や人権研修等を実施し、障害
の特性や障害のある人についての理解の促進を図ります。

・新規採用職員を対象とした福祉体験研修はコロナウイ
ルスの影響により中止

まったくで
きていない

人事課

100 学校における福祉教育
の推進

○小中学校において、社会福祉協議会との連携による福祉実践教
育を実施します。講義やボランティア体験学習等の実施により、
障害者福祉等に関する知識や理解を深め、将来的なボランティア
の担い手の育成を図ります。

○小中学校の「総合的な学習の時間」等の中で、福祉をテーマと
した学習を進めます。

○交流学習を通じて、障害のある児童生徒についての正しい理解
と接し方のマナーを身につけていきます。

・小中学校において、児童・生徒福祉実践教室の実施
（7校、1,637人）

・小中学校の「総合的な学習の時間」等の中で、福祉を
テーマとした学習を推進

・夏休み期間のボランティア体験学習の機会及び障害者
との交流の機会はコロナウイルスの影響により中止

ややできて
いる

学校教育課
社会福祉協議会

11
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101 教職員の障害者理解 ○小中学校の教職員を対象に研修等を実施し、障害と障害のある
児童生徒についての知識を深めます。

・特別支援学級初心者研修会、特別支援教育研修会を開
催

・授業研究会を実施

十分できて
いる

学校教育課

102 施設祭り・イベントの
開催支援

○障害者支援施設等において、地域住民との交流が図られるよう、
夏祭り等のふれあいの場づくりを支援します。

○障害のある人に対し、各種行事等に障害のある人が参加しやす
くなるよう、啓発を行います。

・ふれあいの里夏祭りはコロナウイルスの影響により中
止

・市ホームページ及び市民だよりで手話通訳者・要約筆
記者派遣制度について周知を図るとともに市主催のイ
ベント等では会場に手話通訳者・要約筆記者を配置し
た。

ややできて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

103 児童生徒の交流 ○障害のある児童生徒と障害のない児童生徒の相互理解を深める
ため、特別支援学校と小中学校、保育園、幼稚園等との交流の機
会を設けます。

・交流保育（日高保育園とひかりっこ…1回、日高保育
園とくるくる…1回）

・幼稚園体験の実施

ややできて
いる

学校教育課
子ども課

104 ボランティアの育成と
活動支援

○刈谷市民ボランティア活動センターと社会福祉協議会ボラン
ティアセンターとの連携を強化し、ボランティアに関する情報提
供や相談、活動のコーディネートを行います。

・市民ボランティア活動センターや社会福祉協議会ボラ
ンティアセンターにおいて活動をコーディネート

・まちづくりに関する交流会等を実施し、交流や相互理
解を深める機会を創出

・ボランティア団体に活動補助金を交付（79団体）

十分できて
いる

市民協働課
社会福祉協議会

105 地域住民の理解と支援 ○障害のある人が地域で自立した生活を送ることができる環境づ
くりや、災害時の避難支援の充実に向け、地域の支えあい・助け
あい活動を促進します。

○地区社会福祉協議会の活動支援を行い、地域の支えあい・助け
あい活動を促進します。

・避難行動要支援者調査の結果を地区に提供し、援助体
制の構築を依頼

・北部地区社会福祉協議会と南部地区社会福祉協議会及
び中部地区社会福祉協議会の活動を支援

十分できて
いる

福祉総務課
社会福祉協議会

106 障害のある人の社会貢
献活動の支援

○障害のある人が他の障害のある人を支援する「ピアサポート」
「ピアカウンセリング」等の障害のある人が行う社会貢献活動を
促進します。

・障害者やその家族が互いの悩みを相談できる交流の場
を提供する団体の活動を支援

ややできて
いる

福祉総務課

107 民生委員・児童委員の
活動促進

○地域の福祉活動の相談役、推進役として重要な役割を担う民生
委員・児童委員に対し、障害や障害のある人に関する知識を深め
るための研修等の開催や、関係機関との連携について支援します。

・ 南部第一民生委員・児童委員協議会でボランティア活
動を実施

十分できて
いる

福祉総務課

108 当事者団体の活動への
支援

○活動場所や情報の提供等を通じ、団体の主体性を尊重した活動
支援を行います。

○希望する人が加入できるよう、当事者団体の活動のＰＲを行い
ます。

・3団体に補助金を支給し、活動支援を実施 十分できて
いる

福祉総務課


